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つけた火はちゃんと消すまであなたの火



＜平成９年１１月２日（日）～１１月８日（土）まで秋の火災予防週間です＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’l　ai･9j　　　｡
この運動は、火災が多く発生しやすい時期を迎えるに当たり、火災予防思想の

一層の普及を回り、火災の発生を防止し、死傷事故や大切な財産の損失を防ぐこ
とを目的とした運動です。
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火災予肪には７つのポイントがあります。

家のまわりに燃えやすいものを置かない。
寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。
天ぷらを揚げるときは、その場を離れなl、
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いときは、焚き火をしない。

は、マッチやライターで遊ばせ
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正しく使い、たこ足配線はし な

は、燃えやすいものを近づけな

地域の防火について再検討す唇絶好のチャンスです。
３の機会に、家族みん唇で安全色確認しましぷり。

１．住宅防火広報の推進
　　　万一火災のために就寝場所からの
　　避難経路を確保しましょう。

２．地域における防火安全体制の充実
　　　火事や放火を防ぐため、地域による
　　自主防災の話し合いをしましょう。

３．ホテル、病院、老人福祉施設等に
　　おける防火安全対策の徹底。
　　　防火管理者を選任し、消火訓練や
　　避難訓練を実施しましょう。
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火災予防運動期間中の主な行事

日　時 地　区 内　容 実施場所

１１／２ ５：３０～ 小坂町 火Ｕは訓練 小坂町内

１１／２ ６：００～ 花輪 火災想Ｕ練 新町自治会

１１／２　６：００～ 八幡平 バ想Ｕ練 谷内自治会

１１／２ ８：３０～ 鹿触りjヽ鴎 防火バレーＦ Ｈ市･小鴎全域

週闇中はこんな濤火器麗さんに注意しましょう！！

いずれも間違いです。 おかしいと恩ったら、

23･5601　・ 35･2006　・ 29･2119　・ 34･2229へuにｏ９ぃ。
消防署 十和田分署 小坂分署 ハ幡平分駐所



１１９番のかけし方ば？

　　　　どこへつながるか知ってますか！
火事と救急は「１１９番」です。イザという時、あわてず正確に

通報できるよう電話のそばに「１１９番通報メモ」を貼っておき

ましょう。火事だと思ったら迷わずに１１９番してください。

家庭の電話なら、受話器を上げて、ただ１１９とダイヤルを回す

か、プッシュボタンを押すだけでつながります。１１９番すべて

鹿角広域消防署（花輪）の通信指令室につながります。火事を

発見した時、ケガや病気で１１９番する時は、落ち着いて

次の内容を話してください。

　①　火事か救急かを話します。

　②火事、あるいは事故か発生した場所を伝えます。

（○○市または町、○○集落、通称名など）

③近くの、目標となる建物、交差点などを言います。

　　（○○小学校のとなり、○○町○○集落、

　　　　　　　　　　　　　通称名の交差点の近くなど）

④　どんな状況かを話してください。

火事の様子やケガの状況など、およその目標や状況を

伝えると消防車や救急車は早く到着できます。

（却節和之》 するには、

回仰り珍 押在庁/

１１９番通報の見本

　　　↓　　　４

火事｢万言順

　　l=ﾐ===_~===.__j

住　所　○○市・町

○○集落・

目　･標　○○小学

火事を発見してからの数分間が、小さな火を消せるかどうかの勝負です。

日頃から、どんな場合にはどんな消火方法か最も適しているか覚えておきましょう。

【家の中で火か出た時の消火の心得】

①　必ず自分の逃げ道を確認してから

　　　　　　　　　　　　　消火しましょう。

②　無理は禁物。

③　煙や炎にまどわされず、どこか、どれくらい

　　　　　　　燃えているか確かめてから消火しましょう。

④　消火器はしっかりと火元めがけて使うことが

　　　　　　　　大切です。水をかける場合も同じです。
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※　消防機構の紹介

　鹿角広域行政組合消防組織図
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総　務　課

警防予防課

庶務担当

予防担当

組織及び運営、消防予算、決算及び経理

行事及び会議、消防団に関すること

j火災予防組合及び自主防災組織等、

１損害及び原因に関すること

火災

警防担当　丿消防訓練、消防水利、消防相互応援

設備危険物担当１建築同意、消防用設備、危険物施設等の

消防署

十和田分署

小坂分署

ハ幡平分駐所｜

庶務担当

警防担当

予防担当

施設担当

救急担当

通信指令

許認可

職員の教養、研修、服務規律

消防戦団員の教養、訓練指導

予防査察及び予防広報、火災予防条例の
届出及び指導

消防機械器具の整備保守管理

救急講習、指導

消防通信、緊急出勤の指令

※　自治体消防５０年フェスティバルでポンプ操法など

八幡平第１分団
十和田錦木第１分団

小型ポンプ操法
ポンプ車操法

準優勝
３　位

　９月１３日に秋田市で開催された「自治体消防５０　１

周年フェスティバル」において鹿角市消防団は、５月　’
１１日に発生した澄川・赤川温泉土砂災害で地域住民　｜

の安全確保に対する功績が認められ、秋田県知事から
表彰されました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ

　同時に開催された第３４回秋田県消防操法大会で鹿角

１分団は、小型ポンプ操法の部で準優勝。また、ポンプ車操法の部で十和田錦木第１分団
は３位となり、総合では第２位となりました。

※　発刊にあたって　　消防長　大里　勲

　第１回目の記念すべき発行にあたり、

を迎えることが出来ましたことに対し、

『

ご挨拶を申し上げます。広域消防も発足し４年目
衷心より感謝とお礼を申し上げます。

　消防行政の重要度が一層増加している

なか、住民の皆様から広く消防を知って

いただくため、自治体消防５０周年記念

を契機に年３回（４月・９月（L1月）

　「消防鹿角」の広報紙を発行させていた

だきます。

　地域に根差す、住民の福祉消防を職員

一丸となり推進していくことを心掛け、

住民に親しまれる住民のための「消防鹿

角」を目指し、編集に努めてまいります

　　一　住民の皆様の暖かいご支援、ご協力と
づぷ’愛読を切にお願い申し上げます。

咄咄仙咄咄咄(Z力咄
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消　防　署十電話

消防に関するお問い合わせは　ー－－－ｓ－一一
（代）２３～５６０１　　ＦＡＸ２３～５６０５
（代）２３～５６０１　　ＦＡＸ２３～５６０５

十和田分署，電話（代）３５～２００６　　ＦＡＸ３５～２００７
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